
本市の人口、施設需要見通し（平成28年度分析資料）
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2 2 相模原市全体の人口動向 2 

Ｈ42年（20年後）まで：高齢化が進行。総人口の大幅な減少は見られない。 

Ｈ42年（20年後）以降：総人口は減少に転じ、H72年には約54.3万人となる見込み。 
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資料：国勢調査時系列データ(～H22）、さがみはら都市未来研究所「2010年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計」(H22～）を基に作成 

推計値 現況値 
高齢者の増加 急激な人口減少 



津久井地区 

相武台団地 

橋本 

相模大野 

H22年の人口分布 

 小田急線、JR横浜線沿線等の交通利便性の高い地域で人口密度が高い。 

 郊外化が進んでおり、 

     田名等の相模川付近の鉄道駅から遠い地区にも一定の人口がはりついている。 

資料：H22国勢調査を基に再推計 
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H42年の人口 

 20年後（H42年）でもH22年と同様に、小田急線や横浜線沿線で人口密度が高く
なる見込みである。 

 上溝団地や相武台団地周辺では、人口減少が進む見通しである。 

資料：H22国勢調査及びさがみはら都市みらい研究所で将来推計を基に再推計 
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H22年→H42年 

相武台団地 

上溝団地 

H42年 

相模大野 

橋本 



 H72年の人口分布 

資料：H22国勢調査及びさがみはら都市みらい研究所で将来推計を基に再推計 
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人口密度 
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年少人口と高齢人口の分布 

資料：H22国勢調査及びさがみはら都市みらい研究所で将来推計を基に再推計 

 一部の鉄道駅周辺のエリアを除き、市街化区域全域で年少人口は減少する見込
みである。 

 後期高齢者は市街化区域全域で増加する。 特に、開発年次の古い団地周辺で
は顕著である。 
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14歳以下 75歳以上 



生活サービスの維持 学校の配置状況（小学校） 

H22 H42 

1学年1学級以下 

※1学級30人を想定 

1学年1~2学級 

2~3学級 

3~4学級 

4~5学級 

5学級以上 

広陵小学校 

 年少人口が市全域で減少することにより、市街地であっても、1学年1学級以下
となる小学校が生じる可能性がある。 

学区ごとの小学生人口の算出方法 
 小学校区ごとに年少人口を集計 

 年少人口(0~14歳)を6/15倍し、小学生人口とした。 

7 

市街地でも定員割れする小学校
がでてくる 



生活サービスの維持 高齢者福祉施設（通所型）の状況 

H22 H42 

高齢者福祉施設の圏域人口 

 対象施設の半径500m以内に原点があるメッシュの高齢
者人口及び人口密度を算出した。 

 相模原市外の人口を考慮していないため、市縁辺部で
は圏域人口が少なくなる傾向がある。 

 特に、高齢者の人口が多い鉄道沿線で高齢施設の需要が増加する見込みであ
る。 
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診療所 

生活関連サービスの受けやすさ（施設分布） 9 

商業施設（コンビニ、スーパー） 子育て施設（保育所、幼稚園） 

高齢者福祉施設（通所、訪問） 

 高齢者福祉施設、診療所、子育て施設、商業施設は横浜線、小田急線、相模線の駅周辺に生
活利便施設が集積。 

資料：市提供資料を基に作成【子育て施設、高齢者福祉施設、医療施設】、NTT電話帳データをもとに作成【商業施設】 



中山間地域の分析 
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340人 

750人 

1,943人 

1,113人 
294人 

1,410人 

1,789人 

凡例 
平成２２年国勢調査 
平成３７年市推計値（概数） 
(H37年推計値/H22国勢調査) 

寸沢嵐
3,420人
2,890人 
(84.5%) 三ケ木

3,160人
2,710人 
(85.8%) 

日連 
1,884人
1,594人 

長竹 
2,505人 
1,900人 
(75.8%) 

根小屋 
3,745人
3,030人 
(80.9%) 

鳥屋 
1,753人 
1,410人 
(80.4%) 

青山 
2,312人 
1,790人 
(77.4%) 

青野原 
1,497人 
1,110人 
(74.1%) 

青根 
515人 
290人 
(56.3%) 

澤井 
598人 
340人 
(56.9%) 

牧野 
2,325人 
1,940人 
(83.4%) 

日連 
1,884人 
1,590人 
(84.4%) 

佐野川 
953人 
750人 
(78.7%) 

葉山島 
322人
290人 
(90.1%) 

小倉 
598人
576人 
(96.3%) 

久保沢 
174人
173人 
(99.4%) 

城山 
1,202人
1,202人 
(100%) 

中山間地域の人口動向 

25 
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 全年齢階層人口の変化（H22→Ｈ42） 12 

 全体的に人口密度は低い中で、津久井、相模湖駅、藤野駅周辺に人口が集
積している。 

 H42年にかけて、さらに人口減少が進む。 

H22年 H42年 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 



年少人口と高齢人口の分布（中山間） 

資料：H22国勢調査及びさがみはら都市みらい研究所で将来推計を基に再推計 

 中山間地域では、現時点でも14歳以下の人口が少ない状況である。 

 特に、津久井地域では、H42にかけて後期高齢者の増加が見込まれる。 
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65歳～74歳 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 

津久井 

相模湖 
藤野 

人口密度
(人/ha)

注）・５００メートルメッシュで集計 

  ・人口が存在する（0以上の）メッシュのみ着色 



14 14 中山間地域の人口推移 

資料：住民基本台帳より作成 

 中山間地域（旧3町）の人口推移をみると、
経年的に人口は減少。 

 地区別にみても、津久井の中心である中野地
区を含めて、ほぼすべての地区において人口
減少が見られる。 

 中山間地域においては、今後とも人口減少が
見込まれることから、地区別の特性を踏まえ
たうえで、今後のあり方を検討していくこと
が必要。 


